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　私たちは「ことば」を使ってコミュニケーションを行います。
　では、「ことば」がなくなるとどうなるでしょう？　私たちは普段、無意識で「ことば」を使っているため、「ことば」の使え
ない状態…それを想像することは容易ではありません。そのくらい、「ことば」というものは、私たちの中に当たり前に存在
し、なくてはならないものになっているのです。
　言語聴覚士は、そんな「ことば」を専門に扱っています。「ことば」を上手く使えるためのトレーニング、また、「ことば」
が上手く使えなくても、人とコミュニケーションを図るにはどうすれば良いか、患者様やご家族と一緒に考えます。　

仁淀病院からお知らせ

言語療法室～ことばのリハビリテーション～

＜問い合わせ＞　仁淀病院３階言語療法室　　 ８９３－１５５１（内線２７８）

コミュニケーションをお手伝いします

言語障害…こんな症状でお悩みの方に
・脳梗塞などの後遺症による言語障害（失語症・構音障害）
・口腔の癌などの手術による言語障害
・呂律が回らないなどの発音の相談
・飲み込みにくい、むせるなどの症状の嚥下障害
・その他、吃音、聴覚障害など

ことばの発達
　「ことばが遅い」、「何を言っているか分からない」など子どもさんのことばで気になる
ことはありませんか？
　ことばの遅れ以外でも、「落ち着きがない」、「友達と上手く遊べない」、「学校や幼
稚園、保育園に行きたがらない」など、気になる行動がある場合も、ことばの遅れや学
習の遅れを伴うことがあります。
　子どもさんの発達のためには、できるだけ早く、適切な対応をすることが大切です。
　言語療法室ではことばの発達相談や訓練も受け付けています。
　まずは、小児科にご相談ください。

★言語療法を受けるには、医師の処方箋が必要です。
★完全予約制　　毎週火・木曜日　　9：00～17：30 （最終16時30分）
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